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該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【研究科共通】医学系諸科学における学識と情報収集能力・分 医学系諸科学における学識と情報収集能力・分析能力、研究技
析能力、研究技術を備えており、共同もしくは単独で、それぞ 術を備える。
れの分野における諸課題を解決できる。

⇔

【保健学】高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づ 科学的根拠に基づく臨床問題解決能力の高度な実践能力を身に
く臨床問題解決能力などの高度な実践能力を有する。 つける。

⇔

(2)授業の概要 特論や演習で学んだ理論と技術を基に，新しい科学的な理学療法学・作業療法学の確立に貢献できる精
神障害・高次機能障害に関する基礎的研究を行う。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

疾患の病態を解剖生理学的に理解し，その治療に対する考え方を整理するとともに，新たな治療法の考
え方を構築する。
研究テーマの設定から，研究論文作成の一連の過程を通し，高い倫理観と科学的基盤に基づいた問題解
決のための基礎的能力を修得する。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

各種実験・調査研究を通して様々な病態を検討し，新しい考え方を導く。
具体的には
１　研究テーマを設定できる
２　適切な研究手法を選定し，研究計画書が作成できる
３　倫理委員会提出用の書類を準備できる
４　データの収集分析ができる
５　研究論文を作成することができる
６　研究成果を適切にプレゼンテーションできる
ことがねらいである

(5)授業計画 高次機能，気分障害にかかわる研究および論文の作成を行う。
学生個々の研究テーマや進捗状況を勘案しながら進める。
実施日時については，後日提示します。

研究の進捗により所要時間は異なるが，項目ごとに複数回の指導時間に加え，相当程度の事前事後の自
主研究時間を要する．

１　先行文献の検討
２　研究テーマの設定
３　研究テーマに基づく研究計画の立案
４　倫理審査を受審し，承認を受ける
５　データ収集・分析
６　学位論文をまとめる
７　研究成果のプレゼンテーション
８　学位論文発表会においてプレゼンテーションを実施

(6)授業の進め方 高次機能，気分障害にかかわる研究および論文の作成を行う。
最終的には論文に基づきプレゼンテーションやディスカッションができるように個人指導を行う．

ZOOMを利用して，オンライン（同期型）で行う。教員から学生への連絡事項，学生から教員への課題提
出などはメールで行う．学生からの質問はメールで随時受け付ける他，オンライン授業の前後でも質問
の時間を十分に確保する．

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

毎回の授業の最後に，次の回につながる課題を出す。
その課題はそれまでの授業内容を使えば答えを出せるようになっている。
次回までに準備して，授業に臨むこと。

(8)成績評価の方
法

学位論文の完成後に，学位論文の完成度とプレゼンテーション内容で評価する。

（９）の評価項目の合計点に基づき，判定基準は，90-100点（秀），80-89点（優），70-79点（良），
60-69点（可），60点未満（不可）とする．

(9)成績評価の基
準

学位論文の完成度ならびにプレゼンテーションの内容について下記の基準で評価する．
１　研究領域で権威ある邦文・欧文雑誌に印刷公表または受理（掲載許可）を得ている（30点）
２　研究の目的・方法・結果および考察について十分に理解し，明確に説明できている（30点）
３　研究内容について提起される質問に対して，論理的に説明できている（20点）
４　研究の将来展望について論述できている（10点）
５　当該研究分野に関する最先端の知識を有している（10点）

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

連絡先
メールアドレス　杉山　nsugi@shinshu-u.ac.jp
オフィスアワー　木曜日　12時から13時　保健学科南校舎2階　杉山研究室



【テキスト，教
材，参考書】

適宜，指示する。


